
職名

介護課長

丸山区長、山﨑民生委員、竹中・判田市域包括センター長野センター長、井土雅美家族代表、

衛藤理事長、衛藤理事、宮崎施設長、植木部長、大畠部長、山村課長、薬師寺主任、植村主任

１、事業報告
７月、８月の事業報告として日頃の様子や夏祭り、花火の様子等をスライド（写真）にて報告

２、事故、ヒヤリハットの報告
≪７月≫ ヒヤリハット　　１９件　　事故報告　　０件
皮下出血の多発についてご自分で動かれる入居者様の原因不明の皮下出血が多く、対策に苦慮している。
現在、皮膚状態の観察や多発している入居者様にはアームウォーマー等で保護、保湿にも努めている。
落ち着かず動きのある方には付き添い、見守りの強化

≪８月≫ ヒヤリハット　　８件　　　事故報告　　０件
認知症状の悪化が見られ、他の入居者様のお膳に手をのばしたり、テーブルに貼っているテプラシール
を口に入れるなどの行動が見られる。対策としてテプラシールをテーブルに貼らない、他の入居者のお膳が
届かない程度の位置で食事をしてもらう等の対策をとっている。

３、オンライン面会について
現在、新型コロナウィルス感染拡大予防のため、面会中止。
スカイプでのオンライン面会ができるように対応中。

４、地域・家族の代表・行政からの助言
特になし

施設長 事務部長 介護部長 委員※議題、内容、感想、今後の活用等について記入して下さい。
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議
場
所

寿志の里　　ボランティアルーム 開催日時
令和２年９月２５日（金）

14：30～15：00

出
席
者

                                議　　事　　録　　　　　　　　　　令和2年12月4日提出

会
議
名

令和２年度第１回
グループホーム高江の里運営推進会議

報告者
氏名

山村　幸美



職名

介護課長

丸山老人会長、丸山区長、山﨑民生委員、竹中・判田市域包括センター長野センター長、井土雅美家族代表、

衛藤理事長、衛藤理事、宮崎施設長、植木部長、嶺副部長、大畠部長、山村課長、薬師寺主任、植村主任

１、事業報告
９月、１０月の事業報告として日頃の様子や夏祭り、花火の様子等をスライド（写真）にて報告

２、事故、ヒヤリハットの報告
≪９月≫ ヒヤリハット　１１件　　　　事故報告　　１件
骨盤骨折の事故あり。転倒や転落の報告はないが足の痛みを訴える。度々痛みの部位が変わり、腫脹や
発赤、皮下出血等もなく受診対応に遅れが出た。
対策として骨粗鬆症の高齢者は多くな衝撃でなくても骨折の可能性があることを再認識し、力任せの介護に
ならないようにする。

≪１０月≫ ヒヤリハット　１１件　　　事故報告　　０件
１週間に２回ベット下への座り込みがあった。外傷等はなし。見守りしやすい位置にベットを移動。また、尿汚染
後の交換のためのリネン類を取りに行っている間に座り込みがあったため、あらかじめ交換用のリネン類を
居室に準備しておく。

３、ノーリフトケアについて
法人内での今年度の事業目標でもあるノーリフトケアへの取り組みについての経過報告。
現在、法人内で活用しているノーリフトケア用の福祉用具の活用方法について動画にて説明。

◎寿志の里で導入したノーリフティングケアのための福祉用具

令和1年 12月 ・スライディングシート 5

・スライディングボード 2

令和2年 1月 ・スライディングボード 4

3月 ・走行式リフト① 1

・スリングシート 1

１０月 ・フレックスボード 3

・走行式リフト② 1

・スリングシート 1

１１月 ・ＧＨ入浴用リフト設置 1

４、地域・家族の代表・行政からの助言
事業内容等に関しては特になし。
しかし、説明内容の声が小さくわかりづらい、配布使用にページ数を書いてくれるとわかりやすいとの
意見があったため、次回よりマイクを使用し、資料にはページ数を記載することとする。

施設長 事務部長 介護部長 委員※議題、内容、感想、今後の活用等について記入して下さい。
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寿志の里　　ボランティアルーム 開催日時
令和２年１１月２７日（金）

14：30～15：00

出
席
者

                                議　　事　　録　　　　　　　　　　令和2年12月4日提出
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令和２年度第２回
グループホーム高江の里運営推進会議

報告者
氏名

山村　幸美



職名

介護課長

大分市長寿福祉課　清原様、丸山老人会長、丸山区長、山﨑民生委員、竹中・判田市域包括センター長野センター長、井土雅美家族代表、

衛藤理事長、衛藤理事、宮崎施設長、植木部長、嶺副部長、大畠部長、山村課長、薬師寺主任、植村主任

１、事業報告
１月、２月の事業報告として日頃の様子や初詣や節分、対面寿司の様子等をスライド（写真）にて報告

２、事故、ヒヤリハットの報告
≪１月≫ ヒヤリハット　８件　　　　事故報告　　０件
≪２月≫ ヒヤリハット　６件　　　　事故報告　　０件

床に錠剤が落ちているのを発見するというヒヤリハットが１月、２月で２件ずつ発生している。

【対策】
服薬に関してのヒヤリハットが目立ち始めた。マニュアルでは薬包を持ち、名前、日にちの声出し確認をする
事になっており、薬も必ず職員が口まで運び飲み込むことができたのか確認するとなっているが、その項目の
一つでも抜かしてしまうと口に入らず、口からこぼれ落ちたり、入居者が飲み込まずに吐き出してしまうこととなる。
今後はマニュアルの徹底と入居者によっては粉砕処方の検討をおこない、服薬ミスの予防に努める。

２，認知症ケアについて（認知症実践者研修受講後の報告）

認知症実践者研修とは、施設、在宅に関わらず認知症の原因となる疾患や、容態に対し、本人や家族の
生活の質の向上を図る対応や、技術を習得することを目的とした研修。

最終目標としてその方の思いや、身体的状況、習慣、生活歴などを深く探く知り、
「私は〇〇をしたいが今は○○が原因でできない。でも私は〇〇がしたい。
を見つけそれを実現するために様々な支援を実施する。

４、地域・家族の代表・行政からの助言
事業内容等に関しては特になし。
【質問】
新型コロナウィルスの感染対策のため施設の行事等はどのように行っているのか。
【回答】
施設全体の行事は全て中止とし、ユニットごとの小さな単位で実施していいる。
ボランティアの受け入れや買い物支援等も全て中止している。

前回、アドバイスのあった通りマイクを使用し、聞き取りやすく工夫をした。

施設長 事務部長 介護部長 委員※議題、内容、感想、今後の活用等について記入して下さい。

会
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場
所

寿志の里　　ボランティアルーム 開催日時
令和２年3月26日（金）

14：30～15：00

出
席
者

                                議　　事　　録　　　　　　　　　　令和2年3月26日提出
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名

令和２年度第３回
グループホーム高江の里運営推進会議

報告者
氏名

山村　幸美


